
 

 

 

 

 

 

    家庭教育「なう」は、恵那県事務所の HP からご覧いただくことができます。 

                         家庭教育「なう」QRコード → 

 

在宅取組型家庭教育学級に取り組んだ学校を紹介します 
  新型コロナウィルス感染拡大防止のため、家族と過ごす時間が多くなった今、 

在宅取組型家庭教育学級が親子の絆を深めます。 

 

                   取組期間   令和２年５月１８日（月）～     第１回締切  ５月２５日（月） 

                                                     第２回締切  ６月学校再開日 

                                                     最終締切  ６月３０日（火） 

                  参 加 者   全校生徒 全校保護者 
 

友だち・先生・学校とのつながりを感じ、親子の会話のきっかけを作り、 

親子の絆が深まる在宅取組型家庭教育学級 
 コロナ禍による突然の一斉休校。平和中学校では、昨年度末に、新年度の家庭教育委員長 水野康子さんが、

「休校期間中、何かやらなければ子どもが不安になる。何か題材があると、親子で話ができるきっかけになる。」と

考え、「つながるプロジェクト」を発案しました。５月からのスタートに向けて、準備を進め、案内文と取組用紙を、先

生が課題を各家庭へ配るときに、課題と一緒に手渡しで配付しました。 
 

内 容 

 休校期間中の時間を、自分が今できること、これからやってみたい 

こと、などについて考える時間と捉える。３密が言われる中、友達・ 

先生・学校、そして、家族とのつながりを感じながら、安心して中学 

校生活を送ることができるようにする。 

「つながろう平和中、つなげよう今を未来へ！」の取組用紙に記入 

 テーマ① My challenge・・・ 

 テーマ② My future・・・ 

 テーマ③ My message・・・ 

 提出された用紙の内容をまとめ、「つながる通信」として、家庭教 

育委員会より配付。 
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手渡しで配付した案内 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・コロナ禍で、親も子も不安になる休校期間中、親子で話をするきっかけになり、親子の絆を深めることができたこと。 

・Challenge・Future・Messageの３つのテーマを決めたことで、自由な発想で書くことができ、子どもの素直な思

いに、親が「子どもは、いろんなことを考えている」と、子どもの良さに気付くことができたこと。 
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取組用紙 

家庭教育委員作成の「つながるかわら版」 

平和中学校 PTA機関紙「むつみ」より 
多治見市出身のボクシング世界王者の 
田中恒成さんから、平和中学校の生徒に
向けて、「コロナ禍の今をどう過ごすか」に
ついて、力強いメッセージをいただきまし
た。 

My message から 

・コロナで学校生活が始まるのが遅れ

てしまったけど、これから１日を大切に

して頑張りたい。 

・予定通りに学校が始まらず、新しい仲

間とは少ししか会ってなくて、これから

のことが不安でいっぱいだけど、こん

な時こそ頑張っていきたいと思ってい

ます。 

・こんな時期だからこそ、互いに助け合

って過ごしていきたい。 

・みんなで、今を乗り越えていこう。 



                   取組期間   休校期間中の 1週間 

                  参 加 者    全校生徒 全校保護者 

 

休校期間を無駄にせず、親子の会話やふれあいを増やして、 

                       親子の関わりを深める在宅取組型家庭教育学級 
南ヶ丘中学校家庭教育委員会では、コロナ禍の休校期間を無駄に過ごすことなく、親子の関わりを深める機会

にしたいと考え、「話そう！語ろう！わが家の約束」に取り組みました。グループラインで役員会を行って検討し、実践
カードに自己評価だけでなく相手からの評価も加えました。４月の始業式が終わってすぐに、「取り組みのお願い」と
「実践カード」を、学校の配布物と一緒に、各家庭へ配りました。取組の日にちは指定せず、無理なく取り組めたこと
で、提出率が全体で８４％となり、多くの家庭で親子のふれあいができました。 

 
取組の内容 
４月の始業式後、「在宅型家庭教育学級 取り組みのお願い」と 
「実践カード」を配付して、呼びかける。 
①子どもと保護者がそれぞれ自分の約束を決める。 
②休校期間中、１週間を目安に、各家庭で取り組む。 
③設定した約束の達成度を自己評価して、パーセンテージを記 
入する。 

④保護者は子どもの、子どもは保護者の達成度を評価して、パー 
センテージを記入する。 

⑤子どもから家族へ、保護者から子どもへ、メッセージを記入す 
る。 

⑥家族でお互いの取組を振り返り、感想や反省を記入する。 
⑦休校期間終了後、学校へ提出する。 
提出された実践カードを、家庭教育委員長の加藤千賀さんが中 
心となってまとめ、「家庭教育学級だより」を作成して保護者へ配 
付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 取組後に配付した「家庭教育学級だより」 
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４月の始業式後に配付した「取り組みのお願い」 



感想から 
親：親子で各々の約束を設定する試みは、子どもにやらせるだけで
なく、共に頑張るという点で、とても良かったです。引き続き体力
づくり頑張ります。 

子：二日僕は起きることができなくて、リズムが乱れていたので、少 
しずつ元に戻していきたいです。 

 親：長くいると時にはぶつかることもありましたが、その時は、その都
度、見つめ直す余裕もあったので良かったと思います。 

 子：家族と接する機会が増えたので、この取組をしてよかったと思
いました。 

 親：なかなか家庭内では気になっていても改善できない悪習慣が
多いので、約束にしてお互い注意し合うのも良いことだと思い
ました。 

 子：１００%をこれからも続けていき、これからも手伝いをしていける
といいなあと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動実践 

カードを、恵那県事務所 HPからダウンロ 

ードして活用することができます。                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・達成度に自己評価だけでなく相手か
らの評価があり、家族に認めてもらう
ことでさらに頑張ろうという励みにな
り、自己肯定感が高まること。 
・子どもの約束と保護者の約束を決め
て取り組むことで、家族で目標をもっ
て過ごすことができ、約束をきっかけ
にして会話が生まれ、親子の絆が深
まること。 

達成度をパーセンテージで評価した実践カード 
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「話そう！語ろう！ 
わが家の約束」運動 
実践カード QR コード 



                   取組期間   夏休み期間中の前後を含めた 1か月間 

                  参 加 者   全校生徒 全校保護者 

 

食事を通して、家族のふれあいの場を大切にする在宅取組型家庭教育学級 
岩邑中学校家庭教育委員会では、「食」が子ども達の健康作りの基本と考え、食育活動を大切にした取組を行

っています。食事は家族のふれあいの場であり、子どもと一緒に食育活動をする中で、親子のふれあいが深まります。 
「思いやりクッキング」のテーマは、「ありがとう」という感謝の気持ちを込めて、誰かのために料理を作ることです。 
 取組表には、「毎日作っているお母さんに感謝したい」「家族が喜んでくれたのでまた作りたい」等、家族に対する
思いやりの言葉が溢れていました。 
取組の内容 
・今年は、夏休みが短いため、取組期間は、夏休みの前後を含めた 1か月間 
・家族のために、台所に立って料理を作る。 
・一人 1回以上チャレンジする。 
・おかずでも、おやつでも、デザートでも、オリジナル料理でも OK。 
・手伝ってもらっても OK。 
・取り組み表に、作った料理の絵か写真をつけ、感想を書く。 
・何回もチャレンジする場合は、取り組み表を学校へ取りに来て、取り組む。 
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作ったもの：誕生日ケ
ーキ、ゼリー 
食べた人：家族 
感想（生徒）：おばあ
ちゃんの誕生日にケー
キをわたしたくて、チー
ズケーキとゼリーを作
りました。包丁でフル
ーツを切るのが難しか
ったです。ケーキは、分
量を量るのが大変で
した。みんなが喜んで
くれたので、よかった
です。 
感想（食べた人）：チ
ーズケーキはしっとりフ
ァファでとてもおいしか
ったです。フルーツゼリ
ーは、この夏の暑さに
とてもヒンヤリしていた
ので、のどごしがよく、
フルーツもいっぱい入
っていて、絶品でした。
誕生日のために作っ
てくれて、とてもうれし
かったです。 

 

生徒用 
お便り 

保護者用 
お便り 

作ったもの：オムライス 
食べた人：母、兄 
感想（生徒）：ケチャップライ
スを絶妙な味で作ることが
できたし、タマネギ・ピーマン
などの具も食べやすい大き
さに切れた。なにより、卵を
ふわとろの良い感じの状態
でライスの上に乗せることが
できたのでよかった。 
感想（食べた人）：初めて作
ったとは思えないほど美味し
く、とても上出来だと思いま
した。これで終わりではなく、
ぜひまたこの絶品オムライス
を作って欲しいです。特にラ
イスの上に乗せたあのふわ
とろな卵が本当に美味しか
ったです。 

 

作ったもの：オニオングラタンスープ、タラのムニエル、サラダ 
食べた人：家族 
感想（生徒）：味付けもよく作ることができました。楽しく作れ
たのでよかったです。 
感想（食べた人）：とてもていねいに作ってくれ、栄養もしっか
り考えて一食分作ってくれました。自分で育てたハーブを活
用するなど、見た目も考えた出来上がりに、家族で「おいしい
ね」と楽しい食事ができました。ありがとう。またお願いします。 

 

【このよさを学びたい！】 
・家族への感謝の気持ちを込めて、誰かのために料理を作る「思いやりクッキング」。そのタイトル通り、「取り組み表」か
ら、家族への思いやりに溢れた心が伝わってくること。 
・コロナ禍で、各家庭が大変な状況を抱えている中で、家族と一緒にいられる時間をふれあいのチャンスと捉え、家庭教
育委員会で子ども達のためにできることを考え、取り組んだこと。 



 

「食事の大切さを学ぶこと」「わが家の約束を決めて家族で取り組むこと」を通して、 

親子の絆を深める在宅取組型家庭教育学級 
今年は、コロナ禍があり、家庭科で調理実習等の授業ができなかったこともあり、食育マイスターに委嘱されたこ

とを、家庭での食事作りにつなげて、夏休み期間中に「食育マイスターとしての挑戦！」に取り組みました。取組の前
に、６年生で食育についての授業を行い、自分で食生活のレベルが分かるよう、チェック表を作りました。食事作りを
通して、家族のふれあいが生まれ、自分の食生活の見直しもできました。 
また、親子のコミュニケーションを深め、子どもの自己肯定感を育むことを目的として、全校親子で「話そう！語ろ

う！わが家の約束」に取り組みました。実践カードに書いてある「わが家の約束」には、「なにかをしてもらったら、あ
りがとう」「その日楽しかったことをいっぱい話す」等、心が温かくなる約束がいっぱいでした。 
「食育マイスターとしての挑戦」の内容 
・食育マイスターの意味を学ぶ。 
  マイスターとはドイツ語で名人・職人という意味 
  食事の大切さ、料理の作り方を学んで、家族に 
広める役割 

・食育マイスターとして、自分が挑戦できる内容を 
決めて宣言用紙に書く。 
・食生活チェック表を宣言用紙に貼り、自分のレベ 
ルを確認しながら挑戦する。 
・宣言用紙に献立やお手伝いの内容を記録する。 
・自分の感想と家族の言葉を書き、作った料理や 
お手伝いの写真等を貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「話そう！語ろう！わが家の約束」の内容 
①家族で話し合って「わが家の約束」を決める。  ③取組を実践カードに記録する。 
②内容と取り組む日を決める。                ④実践中や実践後に、家族で思いを伝え合い、 

実践カードに書き込む。 
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【このよさを 
学びたい！】 

・ 全校に向けて
「話そう！語ろう！
わが家の約束」、
６年生向けに「食
育マイスター」に
取り組み、それぞ
れの学年に応じた
親子の関わりがも
てたこと。 
・家庭の実態に合
わせて、「宣言」や
「約束」、「取り組
む日」を決めるこ
とができ、取り組
みやすかったこと。 

取組期間   夏休み期間中          
参 加 者   ６年生親子 

取組期間   ８月８日～９月６日        
参 加 者    全校親子 

自分の感想 
お手伝いやごはんを作った
りしてみて、お母さんがい
つも大変な事が良く分かり
ました。なので、これから
も一緒にごはんを作ったり
お手伝いをしたいです。 

家族の言葉 
一緒にお料理ができる
親子の楽しい時間が過
ごせ、とても良い時間
になりました。 

食生活 
チェッ
ク表 


